
● 学習指導プラン【中学校 第３学年 理科】

学 太陽光発電や風力発電、バイオマス発電では、どのようなエネルギーがどのような過程で最終
習 的に電気エネルギーに移り変わるか理解する。

内

容

ね 位置エネルギーで豆電球を発光させるときのエネルギーの移り変わりをもとに、太陽光発電や

ら 風力発電、バイオマス発電におけるエネルギーの移り変わりを理解させる。
い

段
学習活動・内容

時
○指導上の留意点 評価（評価方法）

階 間

問 １ 本時の問題を理解する。 5 ○ おもりの位置エネルギーが発電の過程で
題 手回し発電機をおもりの位置エネルギーで 移り変わり、最終的に電気エネルギーにな

把 回転させて豆電球を発光させ、エネルギーの ることを知らせ、本時の学習に対する関心

握 移り変わりに関心を持つ。 を高める。

発電するとき、エネルギーはどのよう

に移り変わるのだろうか？

問 ２ 手回し発電機をおもりの位置エネルギーで 10 ○ 既習の位置エネルギーは運動エネルギー
題 回転させ、豆電球を発光させたときのエネル に移り変わること、電磁誘導によって電流

追 ギーの移り変わりを考察する。 が生じることを活用して電気エネルギーま

究 (1) 自分の考えをまとめる。 での移り変わりを考えさせる。
(2) 班で話し合う。

(3) 班ごとに発表する。

３ 再生可能エネルギーを活用した発電では、 30 ○ これまで継続して学習してきた発電方法

どのようにエネルギーが移り変わるか調べ を分担させる。

る。
(1) 班で調べる発電方法を分担する。 ○ それぞれ、発電のもとになる資源のエネ

・太陽光発電（光エネルギー） ルギーが何になるか確認させる。

・風力発電（運動エネルギー）
・バイオマス発電（化学エネルギー）

(2) 班ごとに、それぞれの発電のしくみを ○ 模造紙などに発電機のしくみを模式的に
調べる。 表し、構造を理解させる。

(3) 発電のしくみをもとに、発電までのエ ○ 発電機の構造をもとに光、風、木材チッ

ネルギーの移り変わり考察する。 プがもつエネルギーがどのように移り変わ
(4) 各班でまとめたことを発表する。 って電気エネルギーになるか話し合い、ま

とめさせる。

それぞれの資源がもつエネルギーを効
率よく電気エネルギーに変えることで発 【科学的な思考・表現】

電する。 発電では、光や風、木材などもとにな

る資源のエネルギーが、様々な装置で電気
エネルギーに移り変わることを説明してい

る。（発言・記述分析）

ま ４ 再生可能エネルギーと言われる理由をエネ 5 ○ 次時は、再生可能エネルギーの長所と短

と ルギーの移り変わりという視点で確認する。 所を、エネルギーの移り変わりから学習す
め ることを伝え、関心を持続させる。

作成推進校 喜多方市立高郷中学校



●実践成果

１ 再生可能エネルギーの理解の深まり

理科のエネルギーの単元を学習しない段階で

再生可能エネルギーの見学や体験学習に取り組

んだが、エネルギーの概念把握が十分でなかっ

た。エネルギーの概念、求め方や単位、身近な

現象のエネルギーの移り変わりを学習して、再

生可能エネルギーによる発電のしくみを考察す

ることで、エネルギーの概念が深まるだけでな

く、発電時の変換効率にも関心が高まり、より

よい発電方法について考えることができるよう

になった。

２ 地域の再生可能エネルギー資源の再認識

本校は水力発電施設が身近にあり、エネルギ

ー資源として馴染んできた。この学習を通して、

水力発電がすぐれた再生可能エネルギーである

ことを改めて理解できた。豊かな水資源に恵ま

れた地域の良さを再認識し、これから地域の発

展に貢献していきたいという思いを何らかの形

で実現できるような進路を考える生徒も現れた。

３ 再生可能エネルギーの学習の継続と発展

福島県の積極的な再生可能エネルギーの情報

発信に高い関心をもつようになり、研究だけで

なく、新しい発電施設の建設、制度の創設や変

更に注意して新聞やテレビニュースに接するよ

うになった。授業をはなれた日常の中でも、再

生可能エネルギーの話題が出るようになった。

生徒たちが社会人になったとき職業として、ま

たは生活の中でこれまでの学習を生かす時がく

ることを期待したい。


